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1 はじめに

現在，Web上には，様々なマルチメディア・コン
テンツやWebサービスが存在している．しかし，そ
れらのコンテンツやWebサービスなどは，多くの
場合，単一の機能を持つのみであり，ユーザーが本
当に必要とする情報を得るには，いくつかの情報や
サービスを組み合る必要があることが多い．

この問題は，知識メディア技術により解決できる．
知識メディア技術は，Web上にある，ツール，情報
やサービスの機能，ローカルコンピュータ上にある
情報や，メディアオブジェクトを，再編集，再流通
ができるようにコンポーネントとして部品化するこ
とを可能にする．これにより，ユーザーはそれぞれ
の複合文書の間でのツールの連携や情報の再編集を
実現できる．

ロ ー カ ル 環 境 に お い て は ，後 述 す る
IntelligentPad[1] システムを用いることで，知
識メディアコンポーネントを容易に連携させること
が可能である．また，C3W(Clip, Connect, Clone
for the Web)[2] により，Web 上のサービスや機能
をラッピングし，IntelligentPad 上に取り込むこと
も可能である．

しかし，ネットワークを介したコンピュータ間で，
分散した知識メディアコンポーネントの連携を行う
ことは困難である．

本研究で提案するフレームワークは，ネットワー
クを介して知識メディアコンポーネントを連携し，
ユーザーの選択の幅を広げる．また，複数対複数の
連携を提供する．このことは，今までの知識メディ
ア技術に，不特定多数の知識メディアコンポーネン
トによる共有連携という機能を追加する．
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2 フレームワーク概要
本論文で提案するフレームワークの概要を図 1に

示す．
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図 1: フレームワーク概要図

このフレームワークは，以下のような特徴を持つ．

1. Webを介しての連携が可能である

2. 同時に複数の連携が可能である

3. 接続先を特定しない連携が可能である

このフレームワークを用いることで，任意の知識
メディアコンポーネントを，ネットワーク越しの，別
のコンピュータ上にある知識メディアコンポーネン
トと，容易に連携することが可能になる．ユーザー
は，同じコンピュータ上の知識メディアコンポーネ
ント間の連携を定義する操作と同様の操作で，Web
上に接続口となる機能を提供することができる．ま
た，反対に，自分のコンピュータ上のコンポーネン
トと繋ぐことも，統一した操作で行うことができる．

3 実現フレームワークの構成
本研究では，前章で述べたフレームワークを実現
法を述べる．このフレームワークは，知識メディア
オブジェクトがWebを介して連携するための，特殊
なプロキシとなるコンポーネントを定義・開発する
ことで実現されている．システムのプラットフォー
ムには，IntelligentPadシステムを用いている．

3.1 IntelligentPad

IntelligentPadは，コンピュータ上のあらゆる情報
をメディアオブジェクトとして統一的に扱うことが
できるシステムである．

IntelligentPad上において，メディアオブジェクト
は，紙のメタファを持った，「パッド」と呼ばれる部品
で表現される．パッドは，固有の機能を持ち，ユー
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ザーは，貼る，剥がす，移動する，コピーするなど
の操作をパッドに対し行うことで，視覚・操作の両
面から見て統一したインターフェイスで，複合文書
の編集やツールの機能連係を行うことができる．
パッドには，パッド自身の状態，内部に持ってい
るデータや，パッドが持つメソッドなどを，外部に
公開する「スロット」が存在する．このスロット同
士を結合することで，それぞれのパッドの持つ機能
を連携することが可能となる．

3.2 フレームワーク実現法の概要

本論文では，フレームワークを実現するためのシ
ステム例として，Blogを用いたネットワークを隔て
たコンピュータ間におけるパッドの結合システムを
作成した．Blogを使うことで，Pingや RSSなどの
付属技術が有効に活用でき，IntelligentPadシステ
ムの機能をWeb上に適用することが可能となる．
システムの概要は図 2に示す．
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図 2: システム概要図

3.3 BlogProxyPad
BlogProxyPadは，貼られた子パッドのスロットの

変化を監視し，Blogに情報を PostするWriteBlog-
Pad．また，Pingサーバーを監視するPingPad，更新
があれば，RSSを取得するRSSPad，RSSから必要
なアイテムを取り出す XpathPadからなる合成パッ
ドである．

3.4 Blogとスロット結合
BlogをWeb上に置かれた，メッセージの交換機

のように扱うことで仮想的スロット結合が作成でき
る．すると，現在の IntelligentPadでは不可能な，複
数パッドと複数パッドの仮想的なスロット結合が可
能になる．さらに，結合の接続先を特定しないこと
で，ユーザーの選択肢を広げることが可能となる．

4 応用例
4.1 応用例アプリケーション作成
例として，前章で提案したシステムを用い，応用
例シナリオに適用できるアプリケーションが簡便に
作成できることを以下に示す．

例えば，ユーザーA，B，Cがネットで隔てられて
存在する．各ユーザーは，BlogProxyPadを持って
いる．その他に，ユーザーAは文字列パッド，ユー
ザー B は株価検索パッド，ユーザー C は通貨変換
パッドを持っている．ユーザー Aは，ユーザー B，
Cの持つパッドの機能を組み合わせて，ある会社の
株価を検索した後，通貨を変換した情報を得たい．
このようなシナリオに適用できるアプリケーショ
ンは以下のように簡便に作成できる．作成したアプ
リケーションは，図 3に示す．

1. ユーザーB，CはBlogProxyPadに，株価検索，
通貨変換のパッドを貼ることでスロットをBlog
を通じて公開する

2. ユーザーAは，BlogProxyPadに文字列パッド
を張ることで，スロットを Blogと結合する
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図 3: 作成アプリケーション例

4.2 応用例アプリケーションの使用と動作
Aが「Google社の株価を日本円で知りたい」場合，
”Google”と文字列パッドに入力する．Blogに送ら
れた情報は，Bの株価検索パッドに伝わり，処理さ
れることで，米ドルの株価がBlogへ返される．さら
に，Cの通貨変換パッドに情報が送られ，米ドルを
日本円に通貨変換することができる．

5 おわりに
本論文で提示したフレームワークによって，ネッ
トワークを介して分散知識メディアコンポーネント
の連携が可能になる．また IntelligentPadと現在あ
るWebサービスを基盤として，このフレームワーク
を実現し，応用例が簡便に構築できることを示した．
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